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町議会定例会会議録 

 令和３年３月３日第２回上三川町議会定例会は、上三川町役場議場に招集された。 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 髙橋 正昭   第14番 石﨑 幸寛 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 稲川  洋 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 髙橋 正昭   第14番 石﨑 幸寛 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 小島 賢一  書記（総務係長） 渡邉由紀子 

   書  記   柳田 裕子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      和田 裕二 

   教 育 長      氷室  清    総務課長      石﨑  薫 

   企画課長      枝  淑子    税務課長      海老原昌幸 

   住民課長      星野 和弘    地域生活課長    大山 光夫 

   健康福祉課長    梅沢 正春    子ども家庭課長   田仲 進壽 

   農政課長兼農業委員会事務局長 小池 光男    商工課長      枝  博信 

   都市建設課長    鶴見 幸一    建築課長      柴  光治 

   上下水道課長    川島 勝也    会計管理者兼会計課長 保坂 文代 

   教育総務課長    吉澤 佳子    生涯学習課長    星野 光弘 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  会議録署名議員の指名 



 

   日程第２  会期の決定 

   日程第３  議案第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

   日程第４  議案第４号 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正につい

て 

   日程第５  議案第５号 押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

   日程第６  議案第６号 上三川町新型コロナウイルス感染症対応基金条例の制定について 

   日程第７  議案第７号 上三川町国民健康保険税条例の一部改正について 

   日程第８  議案第８号 上三川町障がい者等支援施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

について 

   日程第９  議案第９号 上三川町介護保険条例の一部改正について 

   日程第10  議案第10号 上三川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

   日程第11  議案第11号 上三川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について 

   日程第12  議案第12号 上三川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

   日程第13  議案第13号 上三川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の一部改正について 

   日程第14  議案第14号 上三川町介護認定調査員設置条例の一部改正について 

   日程第15  議案第15号 上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について 

   日程第16  議案第16号 上三川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

   日程第17  議案第17号 町道路線の認定について 

   日程第18  議案第18号 令和２年度上三川町一般会計補正予算（第１１号） 

   日程第19  議案第19号 令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 

   日程第20  議案第20号 令和２年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

   日程第21  議案第21号 令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

   日程第22  議案第22号 令和２年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

   日程第23  議案第23号 令和２年度上三川町水道事業会計補正予算（第３号） 

   日程第24  議案第24号 令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号） 

   日程第25  議案第25号 令和３年度上三川町一般会計予算 

   日程第26  議案第26号 令和３年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算 

   日程第27  議案第27号 令和３年度上三川町介護保険事業特別会計予算 



 

   日程第28  議案第28号 令和３年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算 

   日程第29  議案第29号 令和３年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算 

   日程第30  議案第30号 令和３年度上三川町水道事業会計予算 

   日程第31  議案第31号 令和３年度上三川町下水道事業会計予算 
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午前１０時００分 開議 

○議長【石﨑幸寛君】 皆さん、ご起立願います。 

（全員起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【石﨑幸寛君】 ご着席ください。 

 令和３年第２回上三川町議会定例会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、条例制定をはじめ、令和３年度当初予算などの重要議案が提出されます。議員各位には

慎重に審議を尽くされ、町民の負託に応えられますようご期待いたします。また、議会運営につきまし

てもご協力をお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

 ただいまから令和３年第２回上三川町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１４人です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程に入る前に諸般の報告をいたします。 

 議会事務局長に報告させます。小島議会事務局長。 

○議会事務局長【小島賢一君】 それでは、諸般の報告をいたします。 

 まず、監査関係では、例月現金出納検査結果が、令和２年１１月分から令和３年１月分までの３か月

分が提出されております。 

 組合議会関係では、令和２年第４回石橋地区消防組合議会定例会審議結果が提出されております。 

 次に、議員の表彰について報告いたします。去る２月９日に開催されました第７２回全国町村議会議

長会定期総会において、田村 稔議員が、１５年以上にわたり町議会議員として議会活動にいそしみ、

地域社会の発展に寄与されたとして、地方議会議員の自治功労者として表彰されました。よって、表彰

状の伝達を行います。 

 田村議員は中央で北向きにお立ちいただきたいと思います。 

（表彰状伝達・授与・拍手） 

 以上で表彰状の伝達、諸般の報告を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 諸般の報告内容につきましては、お手元に配付の資料のとおりであります。 

 日程に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。 

 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員に、４番・神藤昭彦君、５番・小川公威君を指名

いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第２、会期の決定を議題といたします。 
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 本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会で慎重に審議され、お手元に配付のとおりで

あります。 

 会期日程案について、議会運営委員長の報告を求めます。１０番、議会運営委員長、田村 稔君。 

（１０番・議会運営委員長 田村 稔君 登壇） 

○１０番・議会運営委員長【田村 稔君】 本日招集されました令和３年第２回町議会定例会の会期・

運営につきまして議長より諮問され、２月１０日及び２２日に議会運営委員会を開き協議をいたしまし

たので、その結果についてご報告いたします。 

 本定例会に執行部から付議された案件は、議案２９件、一般質問通告者は７人であります。 

 会期につきましては、新型コロナウイルス感染症に対する対応として会期を短縮し、本日３月３日か

ら１６日までの１４日間といたしました。 

 １日目の本日は、会期等の決定後、執行部からの議案の全てを上程し、人事案件については質疑・討

論を省き、採決をお願いいたします。 

 議案第４号から第１７号及び補正予算である議案第１８号から議案第２４号については、委員会付託

を省き、提案理由説明後、全体質疑、討論を行い、本日採決をお願いいたします。 

 議案第２５号から議案第３１号までの令和３年度当初予算については、提案理由の説明後、予算特別

委員会を設置し、審査をお願いいたします。 

 ２日目は一般質問をくじで決定した順により７人が行い、３日目から５日目までは休会といたします。 

 ６日目から８日目及び１３日目は予算特別委員会を開き、令和３年度当初予算の審査をお願いいたし

ます。 

 ９日目から１２日目は休会としますが、９日目は予算特別委員会の審査結果報告書の作成日といたし

ましたので、委員長等は報告書の取りまとめをお願いいたします。 

 １４日目を最終日とし、特別予算委員長より付託案件の審査結果報告後、採決を行い、全議案を議了

としたいと思います。また、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についても採決をお願いいたしま

す。 

 なお、諸般の都合で日程に変更があった場合は、議長において取り計らいをお願いいたします。 

 以上をもちまして、議会運営委員会としての報告といたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 お諮りいたします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、本日から１６日

までの１４日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１６日までの１４日間と決

定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第３、議案第３号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 
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○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第３号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについて」、ご説明いたします。 

 本案件は、人権擁護委員法の規定に基づき、法務大臣に対し人権擁護委員候補者の推薦をするため、

議会の意見を伺うものであります。 

 現在本町に置かれている６人の人権擁護委員のうち、平成３０年７月に委嘱された菊地守人氏が本

年６月３０日をもって任期満了となります。同氏においては、この間、本町の人権相談、人権啓発活動

等の各種活動にご尽力され、今後においても、その高い人格、識見等からご活躍いただけるものと期待

することから、同氏を再推薦したく、議会の意見を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、ご承認くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件については、質疑・討論を省略し直ち

に採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第３号は、質疑・討論を省略すること

に決定いたしました。 

 これから採決いたします。 

 議案第３号「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて」、原案のとおり、人権擁

護委員候補者として適任であるとすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第３号は原案のとおり、人権擁護委員候補者

として適任であるとすることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第４、議案第４号「消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の

一部改正について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第４号「消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、全国的に消防団員の充足率の低下が問題となっていることから、消防団員の任命の上限年

齢を廃止するとともに、区域外の居住に関する要件を緩和するなど、消防団員の確保を図ることなどを

目的として、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑はありません

か。７番、海老原友子君。 

○７番【海老原友子君】 ちょっと確認でもよろしいですか。３ページのほうの、第１３条を同条第２

項として次の１項を加えるということで、消防団員の水火災、警戒とかということが書いてあって、１

回につき３,０００円を支給する。ただし、その職務が３時間未満のときは、１,５００円とする、とい
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うのは、これは変わりはないということですね。今までのとおりということですか。 

○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 出動手当については、額については変更ないということでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ７番、海老原友子君。 

○７番【海老原友子君】 ありがとうございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございませんか。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 消防団の定員が足りないということは私も重々承知してるんですが、今問題、

私がしてるのは、幽霊隊員というのでしょうか、出てきたり、出てこなかったり、一度も現われなかっ

たという隊員が大体何人ぐらいいるのか把握しているんでしょうか。その人たちは、真面目に消防団の

職務をしている人に対して失礼じゃないか、ということを常々思ってるんです。私も個人的なことなの

で調べに行くことはできませんが、各分団に相当の数がいると承知しております。その把握はできてる

かどうか、説明願えますか。 

○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 あまり消防団活動に参加されない団員ということでございますが、その人

数が各部に何人いるかというようなことについては、町としても把握はしてございません。ただ、報酬

について、以前は各部に一括して支払っていたところでございますが、現在については、個人に支払う

ようにしてございます。その関係で、平成３０年度におきましては、定員２５０名に対して２５０名が

確保されてたというような状況にございますが、その後については、令和２年度については、定員実人

数で２３８名ということで、各部におきましても、あまり出動されない団員については、消防団員から

抜けていただいた、というような状況は聞いてございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 安心安全を守る町なんですから、安心安全の根本はこういうことだと私は思っ

てます。幽霊隊員にもみんな団結力というのが発揮されてる、消火に発揮されてるのは大歓迎なんです

が、来てない人をかばうような風潮があるように私は見えてならないんですね。そうすると、その団員

に、僅かな給料でしょうが、来ないのに支出しているということは、それを見てる人がいるということ

です。だから、私にそういうことを言ってくる人がいるということなんですね。私も消防団に入ってホ

ースを持って行ったことがないものですから、分からないんですが、そういうふうに言うということは、

そういう団員が数多くいるということなので、その辺はどのように対処するのかお聞かせ願えますか。 

○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 先ほど答弁いたしましたように、以前はそのような団員がいたということ

は聞いてございますが、現在については、そのような話は聞いてございませんので、いたとしても、何

らかの理由で来られないということで、極めて少ない人数ではないかと思ってございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ９番、勝山修輔君。 
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○９番【勝山修輔君】 少ない人数か多い人数かはいいんですね。そういう人がいるかいないかの把握

もしないで団員の確保を一生懸命やってるんだということになれば、町長が年中言ってる「安全安心で

住んでよかった上三川」にならないんじゃないですかと聞いてるんです。その把握をしたかしないかと

いうのは、消防の係にきちっと調べさせれば分かることでしょう。そういうことをしているのか。だか

ら、うちの町は何でも事なかれ主義なんですよ、と言いたいわけ。いると言ってるんだから、いるんで

すよ。いないのにいるという人はいないでしょう、ね。よく調べてみてください。以上です。答弁はい

いです。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第４号「消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について」を原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第５、議案第５号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第５号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に

関する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、本町における行政手続等の押印の在り方を見直すことで、町民の各種申請時における負担

の軽減及び利便性の向上を図るため、条例により押印を規定している５つの条例の改正を行うべく、本

条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ありません

か。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 これは、条例以外のことはないんでしょうか、１つ。私はちょっと条例以外の

ことでちょっとお尋ねしますが、公務員で、時間外勤務というんでしょうか、残業代の、一度私は判こ

をみんな１か月全部自分で押して、曲がった判こは曲がったということで一度質問したことがあって、

今は直ってるようですが、これもこの条例には入っているんでしょうか。それとも、入らないんでしょ

うか。服務規程なのでしょうか、どっちでしょうか。 
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○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 時間外勤務に対する押印につきましては、今回の条例改正の中身には入っ

てございません。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。質疑ありませんか。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 条例に規定している押印の取扱いについては削除するというようなことでござ

いますが、条例に規定してない町への各種申請、これらについての申請時の押印というものもなくなる

ということでよろしいんですか。 

○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 押印の廃止については、できるものから速やかにやっていきたいというこ

とで考えてございます。こうした中で、条例の他に規則や要綱、さらには慣行などで押印を求めている

ものについて、押印の見直しを進めていくことにしているところでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第５号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第６、議案第６号「上三川町新型コロナウイルス感染症対応基金条例の制

定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６号「上三川町新型コロナウイルス感染症対

応基金条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、コロナ禍における感染症対策や「新しい生活様式」を踏まえた地域経済の活性化等への対

応について、弾力的に対処できる資金として、今年度中止した各種イベント事業費等を財源として、基

金を設置するため、本条例を制定するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ありません
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か。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 ただいま提案理由の中にありました今年度中止した各種イベントということで

ありますが、どのようなイベントが幾つあったのかお聞かせ願いたいとともに、事業費を財源としてと

ありますが、その財源は幾らなのかお教え願えればと思います。 

○議長【石﨑幸寛君】 執行部の答弁を求めます。枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 今年度中止したイベントということでございますけれども、夏に予定して

おりましたサマーフェスティバルであったりお祭り事業、あるいは町民のレクレーション祭、マラソン

大会、駅伝大会、様々なイベントを中止した事業費等を財源にしているものでございます。金額等につ

きましては、今回の議案第１８号、一般会計補正予算の第１１号に計上させていただいておりますけれ

ども、５,０８１万４,０００円を計上しております。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 夕顔サマーフェスティバルとかみこしとかレクレーションとかとありましたけ

ども、幾つぐらいの事業が中止になっているんですか。 

○議長【石﨑幸寛君】 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 様々なイベント等の中止がございましたので、今手元には数に関しての資

料は持ち合わせておりませんので、今現在ちょっとお答えできません。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございませんか。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 コロナウイルスの基金をつくるということは、私もこれ、質問の中に入ってる

ものですから、改めて質問はしますが、町に１４の基金があります。これを使うと、１５の基金ができ

るわけですね。基金をつくるのは結構なんですが、何をどうするかも分からないで、みんな貯金はして

も金利はつかないんですよね。そうすると、何もやろうとしないから基金に積んじゃうということにし

か私には聞こえないんですが、そういうことでしょうか。 

○議長【石﨑幸寛君】 何を聞いたんだろう。今はこの基金をつくるかどうかということなんですけど、

質問の内容。 

○９番【勝山修輔君】 分かりませんか。１４の基金があるんですよ、今現在ね、町に。そこへこのコ

ロナの基金をやると１５になるんです。コロナの基金をつくる前に何をやるのかというのを決めて、コ

ロナの基金をつくるんですかと聞いてるわけ。また一般質問で別なことを聞きますが、今、コロナの基

金をつくるのは、どういう理由でつくるんですかと聞いているんですよ。 

○議長【石﨑幸寛君】 理由は今説明したとおりだと思うんですけど、まだ理由を聞くんですか。 

○９番【勝山修輔君】 詳しくお聞きしたいです。 

○議長【石﨑幸寛君】 じゃ、枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 基金の設置の目的は、条例の１条に示してありますとおり、新型コロナウ

イルス感染拡大の防止、感染拡大の影響を受けている地域経済及び住民生活の支援を図る事業に必要な

資金に充てるために設置するものでございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第６号「上三川町新型コロナウイルス感染症対応基金条例の制定について」を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 先ほど志鳥議員のほうから質問を頂きましたイベント等の中止ですけれど

も、全部で２３のイベント等が中止になりまして、それを財源としているものでございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 会議を進めます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第７、議案第７号「上三川町国民健康保険税条例の一部改正について」を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第７号「上三川町国民健康保険税条例の一部改

正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、「地方税法施行令の一部を改正する政令」の施行に伴い、本町におきましても同様の措置

を講じるため、また、国民健康保険税の負担の公平性の確保及び被保険者の負担軽減を図るため、本条

例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第７号「上三川町国民健康保険税条例の一部改正について」を原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第８、議案第８号「上三川町障がい者等支援施設の設置及び管理に関する

条例の一部改正について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第８号「上三川町障がい者等支援施設の設置及

び管理に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、町の障がい者等支援施設である「上三川ふれあいの家ひまわり」及び「上三川町こども発

達支援センター」において行う事業の区分を明確にするため、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 まず、ひまわりの家において行う行事は次のとおり、というふうに規定で定め

るとありますが、どういうことが変わるんだということを審議する前に議員に明確にしてはいただけな

いんでしょうかね。ただ変える変えるということじゃ、こども発達支援のところで、６条の２の２を、

規定を従来の規定で定める事業とするというふうになるなら、変わる理由、変える理由、それがここに

書いてあれば判断もしやすいんですが、何を変えたんだか分かんないで審議してくれ審議してくれとい

うのは、これ、もらってから議員が各課に出向いていってどう変わるかということを聞くということな

んでしょうか。そうだというなら、今度からそういうふうにするつもりですが、何をどう変えるんだか

というのをここに明示して、ここが変わるんだと言えばそれで済むんじゃないかと思うんですが、いか

がなものでしょうか。 

○議長【石﨑幸寛君】 梅沢健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 今回の条例改正につきましては、先ほど町長の答弁の中でもありまし

たが、事業の区分を明確にするためというのが目的でございます。改正前の条文でございますと、上三

川ふれあいの家ひまわり、それと上三川こども発達支援センター、こちらで行っています業務につきま

して、条文上、混在している状態にありました。どちらの施設でどういう事業をやってるのかというの

が分かりづらい条文になっておりましたので、今回は両方の施設で行っている事業、それとひまわりで

行っている事業、それと発達支援センターで行っている事業、それぞれ３つの項を立てまして明文化を、

明確に分けたというものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 そこまで分かってるんなら、こういうことを変えたんですよというぐらい書い

てくれることのほうが簡単じゃないかと思うんですが、いかがですか。 

○議長【石﨑幸寛君】 梅沢健康福祉課長。 
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○健康福祉課長【梅沢正春君】 議案書の１５ページのところの議案第８号、そこの記のところの理由

としまして、障がい者等支援施設における事業の区分を明確にするためと、理由としては説明させてい

ただいているつもりでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第８号「上三川町障がい者等支援施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について」を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第９、議案第９号「上三川町介護保険条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第９号「上三川町介護保険条例の一部改正につ

いて」、ご説明いたします。 

 本案件は、令和３年度から今後３か年の介護保険事業計画に定めるサービス等の見込み量に対し、計

画期間内の財政の均衡を保つよう、現行の保険料率の見直し、また、税制改正における所得指標の基準

及び納付期間において、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第９号「上三川町介護保険条例の一部改正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１０、議案第１０号「上三川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正について」から日程第１３、議案第１３号「上三川町指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準等を定める条例の一部改正について」までの４議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１０号から議案第１３号までを一括してご説

明いたします。 

 まず、議案第１０号「上三川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、介護保険法第８１条の規定に基づき、従うべき基準とされている厚生労働省令の一部が改

正され、運営に関する基準等を新たに定める必要があるため、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

 次に、議案第１１号「上三川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、介護保険法第７８条の４の規定に基づき、従うべき基準とされている厚生労働省令の一部

が改正され、運営に関する基準等を新たに定める必要があるため、本条例の一部を改正するものでござ

います。 

 次に、議案第１２号「上三川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、介護保険法第１１５条の１４の規定に基づき、従うべき基準とされている厚生労働省令の

一部が改正され、運営に関する基準等を新たに定める必要があるため、本条例の一部を改正するもので

ございます。 

 次に、議案第１３号「上三川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について」、ご説

明いたします。 

 本案件は、介護保険法第１１５条の２４の規定に基づき、従うべき基準とされている厚生労働省令の

一部が改正され、運営に関する基準等を新たに定める必要があるため、本条例の一部を改正するもので

ございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。 

（「なし」の声あり） 
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○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 議案第１０号「上三川町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１１号「上三川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号「上三川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部改正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号「上三川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について」を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１４、議案第１４号「上三川町介護認定調査員設置条例の一部改正につ

いて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１４号「上三川町介護認定調査員設置条例の

一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、介護認定調査員の任用要件を見直し、新たに社会福祉士、及び介護福祉士の資格を有する

者等も対象にするため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。 

（「なし」の声あり） 



13 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第１４号「上三川町介護認定調査員設置条例の一部改正について」を原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 審議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午前１０時４５分 休憩 

 

午前１１時００分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復して会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１５、議案第１５号「上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」、及び日程第１６、議案第１６号「上三川

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について」の２議案を一括議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１５号「上三川町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律が施行され、子ども・子育て支援法が一部改正されたことに伴い、本条例の一部を改正するもので

ございます。 

 次に、議案第１６号「上三川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について」、ご説明いたします。 

 本案件は、国が定める家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一

部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 議案第１５号「上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部改正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号「上三川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１７、議案第１７号「町道路線の認定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１７号「町道路線の認定について」、ご説明

いたします。 

 本案件は、開発行為の工事完了に伴い、帰属された道路を、新たな町道路線として認定するため、道

路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございません

か。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 ちょっと疑問に思ったものですからお聞きしたいんですけども、全員協議会の

資料のこの５－２１８号線の位置図を見ると、これは幹線道路からちょっと入ったところなんですよね。

この図面からいくと、今回は延長が９２.８メートルで、幅員というところで６メートルから１５.５メ

ートルとなっているんですが、全協で提示された、示された図面では、そのような幅員がどこにあるの

かなというふうに思ったものですから、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長【石﨑幸寛君】 鶴見都市建設課長。 

○都市建設課長【鶴見幸一君】 ただいまの志鳥議員の質問に対してご説明いたします。 

 今回の町道認定につきましては、富士山地域内で、特別養護老人ホームふじやま荘の南側に民間開発

により町に帰属した道路でございます。延長が９２.８メートル、幅員につきまして、６メーターか

ら１５.５メートルということで、それがどこになるのかということなんですが、道路の幅員自体は６

メートルでございます。ただですね、隅切り部分、この部分を含めて１５.５メーターという形になっ

てくるということでございます。 

 以上です。よろしいですか。 
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○議長【石﨑幸寛君】 ６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 そうすると、かなり大きく隅切りを取ってあるというようなことでございます

ね。 

○議長【石﨑幸寛君】 鶴見都市建設課長。 

○都市建設課長【鶴見幸一君】 はい、そのとおりでございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 他にございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから採決いたします。 

 議案第１７号「町道路線の認定について」を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第１８、議案第１８号「令和２年度上三川町一般会計補正予算（第１１

号）」から、日程第２４、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号）」ま

での７議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第１８号から議案第２４号までを一括してご説

明いたします。 

 まず、議案第１８号「令和２年度上三川町一般会計補正予算（第１１号）」について、主なものをご

説明いたします。 

 今回の補正予算は、国の第３次補正予算事業をはじめとした、当面する課題に適切に対応するため、

緊急に実施する必要のあるもの、歳入歳出予算額の確定、若しくは確定見込みのもの、繰越明許費、及

び地方債を補正するとともに、今後の財政運営の安定性及び健全性に配慮することとして編成したもの

でございます。 

 歳入の主なものといたしまして、町税では、町たばこ税を減額補正いたします。地方譲与税では、地

方揮発油譲与税を減額補正いたします。交付金では、地方消費税交付金を増額補正いたします。分担

金・負担金では、保育所扶養義務者負担金を減額補正いたします。国庫支出金では、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金及び社会資本整備総合交付金を増額補正いたします。県支出金では、

こども医療費対策費補助金を減額補正いたします。繰入金では、財政調整基金繰入金を減額補正いたし

ます。諸収入では、栃木県町村会からの助成金を増額補正いたします。町債では、土木債及び減収補填

債を増額補正いたします。 
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 次に、歳出の主なものといたしまして、総務費では、新設します新型コロナウイルス感染症対応基金

への積立金を増額補正いたします。民生費では、児童医療費の助成費用及び幼児教育無償化に係る給付

費を減額補正いたします。衛生費では、インフルエンザ等予防接種に係る費用を減額補正いたします。

農林水産業費では、農業従事者等に対する各種補助金について減額補正いたします。商工費では、県信

用保証協会への負担金を減額補正いたします。土木費では、上三川インター南産業団地内道路及び公園

通り等整備の他、都市公園内の遊具の更新に係る工事費について増額補正いたします。消防費では、町

消防団詰所整備に係る工事費を減額補正いたします。教育費では、ＧＩＧＡスクール構想に係る事業費

を減額補正し、富士山公園テニスコート改修に係る工事費を増額補正いたします。 

 さらに、繰越明許費を第２表のとおり、地方債を第３表のとおり補正いたします。 

 この結果、歳入歳出予算の総額に１億１５６万１,０００円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額

を１５４億５,１４９万１,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１９号「令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）」について、

ご説明いたします。 

 歳入では、保険給付費等交付金の収入見込額の減額、歳出では、保険給付費の支出見込額の減額など

で、この結果、歳入歳出予算総額から１２７万２,０００円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総額

を２９億６,３２０万円とするものでございます。 

 次に、議案第２０号「令和２年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」について、ご

説明いたします。 

 歳入では、国庫支出金の交付見込みによる増額等、歳出では、介護サービス費等の見込みによる増額

などで、この結果、歳入歳出予算の総額に７７万円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額を２３

億９,３２７万８,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第２１号「令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）」について、

ご説明いたします。 

 歳入では、保険料の収入見込額の増額、歳出では、保険料の収入見込額の増に伴う納付金の増額など

で、この結果、歳入歳出予算の総額に１８５万３,０００円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額

を２億８,３９２万６,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第２２号「令和２年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）」について、

ご説明いたします。 

 今回の補正予算は、さきに行いました新型コロナウイルス感染症の影響に係る農業集落排水使用料の

減免の額確定に伴う財源の組替えを行ったものであり、既定の歳入歳出予算の総額３億２,５８６

万７,０００円に変更はございません。 

 次に、議案第２３号「令和２年度上三川町水道事業会計補正予算（第３号）」について、ご説明いた

します。 

 収益的収入における補正の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響に係る水道料金の減免の額の確

定に伴う財源の組替えを行ったものであり、既定の収益的収入予算額５億８,７４３万２,０００円に変

更はございません。 
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 また、資本的支出における補正増額２,１９０万円の内容につきましては、下水道事業への貸付けを

行うためのものでございます。 

 次に、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号）」について、ご説明い

たします。 

 収益的収入における補正増額６８５万円の内容は、事業費の確定見込みに伴い他会計補助金を減額し、

長期前受金戻入を増額するものでございます。 

 また、収益的支出における補正減額２,０００円の内容につきましては、通信運搬費の確定見込みに

より減額するものでございます。 

 次に、資本的収入における補正増額２億３,８７７万５,０００円の内容は、事業費の確定見込みに伴

い企業債、他会計補助金及び借入金、国庫補助金を増額するものでございます。 

 また、資本的支出における補正増額２,４９５万８,０００円の内容につきましては、事業費の確定見

込みに伴い建設改良費を増額するものでございます。 

 以上で各補正予算の説明を終わります。 

 なお、詳細説明につきましては所管課長より説明させますので、慎重審議の上、可決くださいますよ

うお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 所管課長の説明を求めます。海老原税務課長。 

○税務課長【海老原昌幸君】 それでは、議案第１８号「令和２年度上三川町一般会計補正予算

（第１１号）」について、ご説明いたします。 

 事項別明細書によりご説明いたします。補正予算書の１２、１３ページをお開き願います。 

 歳入についてご説明いたします。第１款町税、第４項町たばこ税、１目町たばこ税３,３８５

万６,０００円の減でございますが、町内におけるたばこの販売見込み本数の減少によるものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第２款地方譲与税、第１項１目地方揮発油譲与税でございま

すが、収入見込みにより５００万円の減額補正をするものでございます。 

 第７款第１項１目地方消費税交付金につきましても、収入見込みにより、地方消費税交付

金３,１００万円、社会保障財源交付金４００万円の増額補正をするものでございます。 

 第８款第１項１目環境性能割交付金につきましては、収入見込みにより４００万円の減額補正をする

ものでございます。 

 第１２款分担金及び負担金、第１項負担金、２目民生費負担金、２節児童福祉費負担金３２７

万６,０００円の減額補正につきましては、保育所利用者負担額の収入減に伴うものでございます。 

 第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目民生費負担金４０７万３,０００円の増額につきまし

ては、１節社会福祉費負担金で、国民健康保険保険基盤安定負担金の交付額確定により１８

万５,０００円の増額、対象者の増により、低所得者介護保険料軽減負担金３１万３,０００円の増額、

障害者自立支援給付費の利用者増により２,８１３万６,０００円の増額。２節児童福祉費負担金では、
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児童手当の支給対象者の減に伴い１,１４７万３,０００円の減額、子育てのための施設等利用給付交付

金で、幼稚園保育料の給付額が当初見込みより少なかったことにより１,３０８万８,０００円を減額す

るものでございます。 

 同じく第２項国庫補助金、１目総務費補助金、１節総務管理費補助金１億５,８３５万９,０００円の

増額補正でございますが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億５,６８６

万３,０００円と、社会保障・税番号制度システム整備費補助金として、戸籍法改正に伴うシステム整

備費用の全額１４９万６,０００円を見込むものでございます。２目民生費補助金１０５万４,０００円

の減額補正の内訳といたしましては、１節社会福祉費補助金で３９万６,０００円の増額。こちらは、

障害者総合支援事業として、令和３年度からの障害者福祉サービス等報酬改定に伴うシステム改修費用

の２分の１を見込むものです。また、２節児童福祉費補助金で、子育て世帯への臨時特別給付金給付事

業費の補助金の額の確定により１４５万円を減額するものです。３目衛生費補助金、１節保健衛生費補

助金５８万８,０００円は、母子衛生事業で産後ケア利用者の減に伴い減額するものです。４目土木費

補助金１億１,５１１万２,０００円の増額補正につきましては、１節道路橋梁費補助金で８,２８８

万９,０００円の増額。内訳につきましては、社会資本整備総合交付金事業の交付額の確定及び国の

第３次補正により追加内示を受けたことによるものです。また、道路メンテナンス事業５５０万円につ

きましては、補助メニューの変更により、橋梁長寿命化工事分を社会資本整備総合交付金から組替えす

るものでございます。２節住宅費補助金で４４７万７,０００円の減額は、社会資本整備総合交付金事

業の交付額の確定によるものでございます。３節都市計画費補助金３,６７０万円の増額は、公園遊具

の更新及び富士山公園テニスコート改修事業に、同じく国の補正予算により、社会資本整備総合交付金

の追加内示を受けたことにより計上するものでございます。１４、１５ページをお開き願います。５目

教育費補助金３,８３２万６,０００円の減額補正につきましては、１節小学校費補助金で２,７５０

万７,０００円の減額。内訳といたしましては、要保護児童援助費及び特別支援教育就学奨励費では対

象者の減により、公立学校情報通信ネットワーク整備事業では内示額により、それぞれ記載のとおり減

額するものでございます。２節中学校費補助金でも、同様の理由により、合わせて１,０８１

万９,０００円を減額するものです。 

 第１５款県支出金、第１項県負担金、１目民生費負担金４７５万４,０００円の増額につきまして

は、１節社会福祉費負担金で、交付額の確定により国民健康保険保険基盤安定で８４万５,０００円の

増額、後期高齢者医療保険基盤安定で３２万２,０００円の減額、低所得者介護保険料軽減負担金

で１５万６,０００円の増額、障害者自立支援給付費は、利用者の増により１,４０６万８,０００円の

増額を、２節児童福祉費負担金では、支給対象者の減により、児童手当３４４万９,０００円を、また

幼稚園、保育料の給付額の減により、子育てのための施設等利用給付交付金６５４万４,０００円をそ

れぞれ減額するものです。 

 同じく第２項県補助金、１目総務費補助金６３５万円の増額補正につきましては、１節総務管理費補

助金で、移住支援金の該当者がいなかったため、地方創生推進交付金７５万円を減額し、新たに業務改

善への取組として導入したＲＰＡ実証実験が未来技術活用促進支援事業の採択を受けたことによ

り１３８万５,０００円を増額するものです。２目民生費補助金９５８万円の減額は、２節児童福祉費



19 

補助金で、それぞれ事業費の確定見込みにより、こども医療費で８０１万円、第３子以降保育料等免除

事業で１５７万円を減額するものです。４目農林水産業費補助金、１節農業費補助金１,１２５万円の

減額補正につきましては、とちぎの元気な森づくり事業で１５万円の増額と農地集積推進事業で４８８

万７,０００円の減額、多面的機能支払事業で７０万８,０００円の減額、産地生産基盤パワーアップ事

業で５８０万５,０００円の減額、それぞれ事業費額の確定によるものでございます。５目土木費補助

金、１節住宅費補助金９３万１,０００円の減額補正につきましては、民間住宅耐震診断等助成事業及

びとちぎ材の家づくり耐震支援事業につきまして、それぞれ対象者の減により減額するものでございま

す。 

 同じく第３項委託金、１目総務費委託金８０万５,０００円の減額補正につきましては、４節統計調

査費委託金で、国勢調査費の交付額の確定により減額するものでございます。 

 第１８款繰入金、第２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金につきましては、財源が確保できたこ

とにより減額するものです。４目町営住宅施設整備基金繰入金につきましては、下町第二町営住宅屋上

防水改修工事の事業費確定に伴い減額するものです。 

 １６、１７ページをお開き願います。第２０款諸収入、第４項３目雑入１００万円の増額補正につき

ましては、町村会からの新型コロナウイルス感染症対応町村支援助成金を計上するものでございます。 

 第２１款第１項町債、１目総務債１８０万円の減額補正につきましては、１節総務債で、庁舎改修事

業の確定により減額するものでございます。３目土木債１億４９０万円の増額補正につきましては、国

の第３次補正により社会資本整備総合交付金の追加内示がありましたので、１節道路橋梁債、道路新設

改良事業で５,４４０万円、３節公園債、公園施設整備事業で３,６７０万円、４節街路債、公園通り整

備事業で１,３８０万円の増額をするものでございます。４目消防債では、消防防災施設等整備事業費

の確定により３６０万円を減額するものでございます。５目教育債では、学校教育施設等整備事業費の

額の確定見込みにより、１節中学校債で６８０万円、３節小学校債で３,１３０万円を減額するもので

す。７目減収補填債９,８２０万円の増額につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による地

方税の減少分を補填するため借入れするものです。 

 以上で歳入につきまして説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 続きまして、歳出予算のご説明をさせていただきますが、各予算科目での

説明に入ります前に、給与費明細書のご説明をさせていただきます。２８ページ、最後のページをお開

きいただきたいと思います。なお、給与費関係の補正予算につきましては、ここで総括して説明をさせ

ていただきますので、各予算科目の中での給与費関係の内容説明は省略させていただきますので、ご了

承いただきたいと思います。 

 それでは、２８ページの補正予算給与費明細書の特別職でございますが、表の一番下、比較の欄をご

覧いただきたいと思います。その他の特別職における職員数の３人の減員につきましては、国勢調査に

おける統計調査員について、実績により減員するものでございます。また、報酬の９１万６,０００円

の減につきましては、国勢調査における統計調査員について、基準単価が見込みより安価になりました

こと、及び乳幼児健康診査について、新型コロナウイルス感染症への対応として実施回数を減らしたこ
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とによりまして、不用額が発生することになったため、減額するものでございます。 

 続きまして、各予算科目におけるご説明をさせていただきます。戻りまして、１８、１９ページをお

開き願います。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費の２９２万円の減額補正でございますが、１７節

備品購入費の４２２万円の減額につきましては、公用車の購入について、今年度での購入を取りやめま

したことにより減額するものでございます。また、１８節負担金、補助及び交付金の１３０万円の増額

につきましては、県職員との人事交流に伴う栃木県の負担金について、額の確定により増額するもので

ございます。続きまして、２目財産管理費の２４０万円の減額補正でございますが、これは１２節委託

料によるもので、庁舎の外壁建具、屋上防水改修工事の実施に伴う工事監理業務の委託料について、委

託料を算定するための基礎資料としております県などの積算基準が改定されたことに伴い、見込みより

安価で契約できることになったことにより、不用額が発生することになったため、減額するものでござ

います。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、６目財政管理費、２４節積立金でございます。補正

額５,０８１万４,０００円の増額につきましては、新型コロナウイルス感染症対応基金を設置し、令

和２年度に中止したイベント等の事業費を財源に積立てするものでございます。７目企画費２９７

万９,０００円の減額補正でございます。これにつきましては、ＲＰＡ導入等の業務改善事業費の確定

により、１３節使用料及び賃借料で１９７万９,０００円、及び１８節負担金、補助及び交付金で、移

住支援金の該当者がなかったことにより１００万円を減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 大山地域生活課長。 

○地域生活課長【大山光夫君】 続きまして、８目公共交通費、補正額１５８万７,０００円の減額

は、１２節委託料でデマンド交通運行事業の確定見込みにより２８５万３,０００円の減額と、１８節

負担金、補助及び交付金で、生活路線維持事業等の補助金確定により１２６万６,０００円を増額する

ものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 海老原税務課長。 

○税務課長【海老原昌幸君】 続きまして、第２項徴税費、１目税務総務費、２２節償還金、利子及び

割引料、諸税還付金９０万円の増額につきましては、法人町民税の確定申告や修正申告による還付が見

込みを上回り、還付金に不足が生じたため、補正計上するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 星野住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、第３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費１４９

万６,０００円は、戸籍システム改修に係る費用が国庫補助として交付決定したため、財源調整をする

ものでございます。 
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 以上でございます。 

○議長【石﨑幸寛君】 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第５項統計調査費、１目統計調査総務費８０万５,０００円

の減額につきましては、国勢調査の事業費確定によりまして、報酬以外のものとしまして、７節報償費

で３,０００円、１０節需用費で７万円、１１節役務費で６万７,０００円、１２節委託料で４

万９,０００円をそれぞれ減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 梅沢健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費

の５９万４,０００円の増額補正につきましては、２４節積立金で、ふるさと納税として採納された寄

附金を社会福祉基金に積み立てるものです。続きまして、２目障害者福祉費の５,７０６万４,０００円

の増額補正は、１２節委託料で、電算システムの更新費用として７９万２,０００円、１９節扶助費で、

障害福祉サービスや障害児通所支援事業において、利用件数が当初見込みを上回ったことにより、給付

費に不足が生じたため５,６２７万２,０００円の増額補正を行うものです。続きまして、５目老人福祉

費の８４２万１,０００円の減額補正につきましては、まず１８節負担金、補助及び交付金の１,３００

万円の減額は、令和元年度の栃木県後期高齢者医療広域連合の市町負担金の額が確定したことによるも

のです。次のページをお開き願います。２２節償還金、利子及び割引料の４,０００円の増額は、低所

得者保険料軽減負担金の確定による県への返還金でございます。２７節繰出金の４５７万５,０００円

の増額は、国民健康保険事業特別会計の保険基盤安定繰出金と介護保険事業特別会計の介護給付費繰出

金と後期高齢者医療特別会計の保険基盤安定負担金のそれぞれの額が確定したことにより、所要の額を

増額あるいは減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 星野住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、６目国民年金事務費、２２節償還金、利子及び割引料１２

万３,０００円の増額は、額の確定による国庫委託の返還金でございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 田仲子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 続きまして、第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正

額１,７９０万円の減でございますが、１８節負担金、補助及び交付金につきましては、子育て世帯を

支援するための臨時特別給付金の支給が完了し、執行予算額が確定したことにより、国分と町分をそれ

ぞれ１４５万円減額するものでございます。また、１９節扶助費では、児童手当支給額の確定見込みに

より１,５００万円を減額するものでございます。続きまして、２目母子福祉費、補正額３,００７

万６,０００円の減でございますが、１２節委託料では、各種業務支援で２７万６,０００円、診療報酬

明細書審査で１８０万円、１９節扶助費では、児童医療費助成の２,８００万円を予算執行額の確定見

込みによりそれぞれ減額するものでございます。３目子ども・子育て支援費、補正額２,５６８

万４,０００円の減でございますが、１２節委託料では、保育所等で実施しております障がい児保育の
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経費１９８万円を、１９節扶助費では、教育・保育の無償化に関連した給付費等につきまして、合計

で３,０７０万７,０００円を額の確定見込みにより減額するものでございます。また、２２節償還金、

利子及び割引料の７００万３,０００円の増につきましては、令和元年度の子ども・子育て支援交付金

の実績に基づく国庫補助金及び県補助金の返還分を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 梅沢健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、第４款衛生費、第１項保健衛生費、１目保健衛生総務費

の２０６万５,０００円の減額補正につきましては、まず、１８節負担金、補助及び交付金の２６２

万６,０００円の減額。こちらは、７月補正において新型コロナウイルス感染症対策として実施しまし

た水道料金の減免による収益減に対する補助として、水道事業会計に支出する補助金の額が確定したこ

とにより減額するものでございます。２２節償還金、利子及び割引料の５６万１,０００円の増額は、

国・県の補助事業の額の確定により返還金が生じたことによるものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 田仲子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【田仲進壽君】 続きまして、１０目母子衛生費、補正額１,３３３万７,０００円の

減でございますが、各種母子健康事業が新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、やむを得ず中止

となりました月の分の経費を減額するとともに、新型コロナウイルスとインフルエンザが同時期に流行

することを防ぐために実施いたしましたインフルエンザ予防接種の接種期間が２月末をもちまして終了

したことにより、予算執行額の確定見込みとして減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 小池農政課長。 

○農政課長【小池光男君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、３目農業振興費をご説

明いたします。１８節負担金、補助及び交付金の１,１６３万５,０００円の減額は、補助金に関しまし

ては、産地生産基盤パワーアップ事業によるバラ農家の生産用ハウス３連棟の建設工事の額の確定によ

り５８０万５,０００円を減額するものでございます。次のページ、２２、２３ページをご覧いただき

たいと思います。交付金に関しましては、農地集積協力金の４８８万７,０００円の減額につきまして

は、額の確定によるものでございます。多面的機能支払事業の９４万３,０００円の減額につきまして

は、額の確定によるものでございます。次に、５目農地費をご説明いたします。１８節負担金、補助及

び交付金の２５９万４,０００円の増額は、基幹水利施設ストックマネジメント事業の１５４

万４,０００円の増額については、国庫金の補正予算の採択を受け、令和３年度に予定をしていました

鬼怒中央２地区の事業が令和２年度に前倒しで実施することとなったため、町の負担額を増額するもの

でございます。県営かんがい排水事業の１０５万円の増額につきましては、多功地内の江川護岸改修事

業の額の確定により、町の負担額を増額するものでございます。２７節繰出金の１９万４,０００円の

減額は、新型コロナウイルス感染症対策による使用料の減免額の確定により、農業集落排水事業特別会

計への繰出金を減額するものでございます。 

 以上で６款の説明を終わります。 
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○議長【石﨑幸寛君】 枝商工課長。 

○商工課長【枝 博信君】 続きまして、第７款第１項商工費、２目商工振興費４５万円の減額補正で

ございます。１８節負担金、補助及び交付金のうち、負担金で、栃木県信用保証協会への負担金が、新

型コロナウイルス感染症感染の対策のためのコロナ関係資金、これにつきましては負担金が免除という

ことで、免除になるため４５万円の減額をお願いするものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 鶴見都市建設課長。 

○都市建設課長【鶴見幸一君】 続きまして、第８款土木費、第１項土木管理費、１目土木総務費

の６０万円の減額補正につきましては、１８節負担金、補助及び交付金の６０万円は、狭あい道路後退

用地寄付補助金における申請がなかったことにより減額するものでございます。 

 続きまして、第２項道路橋梁費、２目道路維持費１３０万円の減額補正につきましては、委託料

の４７０万円は、舗装の長寿命化における路面性状調査に係る経費であり、国の補正予算の内示により

増額するものでございます。１４節工事請負費の補正予算６００万円につきましては、舗装修繕工事に

係る経費であり、国の内示がなかったことにより減額するものでございます。３目道路新設改良費１

億３,６８７万５,０００円の増額補正につきましては、１２節委託料の１００万円は、町道４-３６６

号線他１路線の道路整備に伴う調査測量設計業務の経費であり、額の確定により減額するものでござい

ます。１４節工事請負費１億３,０００万円につきましては、町道３-１２３号線、石田地内の道路改良

工事に係る経費であり、国の補正予算の内示により増額するものでございます。１８節負担金、補助及

び交付金の７８７万５,０００円につきましては、県事業負担金に係る経費であり、額の確定により増

額するものでございます。４目橋梁維持費の７０万円の増額補正につきましては、１４節工事請負費

の７０万円でございまして、現在施工中の橋本東橋の橋梁修繕工事において、新たに補修箇所が判明し

たことにより、増額するものでございます。 

 続きまして、第４項都市計画費、１目都市計画総務費９４２万５,０００円の減額補正につきまして

は、願成寺地区市街地整備事業における街区公園の調査測量設計及び不動産鑑定評価に係る経費であり、

地権者との用地交渉が難航していることにより、本年度における事業の実施が困難なため、減額補正す

るものでございます。２目公園管理費３,５５８万８,０００円の増額補正につきましては、１０節需用

費の補正予算１３０万円は、公園における光熱水費の経費であり、額の確定見込みにより減額するもの

でございます。１２節委託料の補正予算６８万８,０００円につきましては、機械器具点検として、公

園遊具の点検に７９万２,０００円、及び計画策定として、公園長寿命化計画策定に６５万８,０００円、

こちらにつきましては、額の確定により減額するものでございます。また、設計といたしまして、遊具

の改修設計に２１３万８,０００円、こちらにつきましては、国の補正予算の内示により増額するもの

でございます。１４節工事請負費の補正予算３,６２０万円につきましては、公園施設の長寿命化修繕

計画に基づき、実施する遊具の改修工事に係る経費であり、国の補正予算の内示により増額するもので

ございます。３目街路事業費３,６９２万１,０００円の増額補正につきましては、１４節工事請負費

の３,６９２万１,０００円は、町道２-２２号線公園通りの整備に係る経費であり、国の補正予算によ

り増額するものでございます。４目公共下水道費１２６万５,０００円の減額補正につきまして
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は、１８節負担金、補助及び交付金の１２６万５,０００円、こちらにつきましては、新型コロナウイ

ルス感染症対策における使用料減免額の確定により減額するものでございます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 柴建築課長。 

○建築課長【柴 光治君】 続きまして、２４ページ、２５ページをお開き願います。第５項住宅

費、１目住宅管理費８２７万７,０００円の減額補正の内容についてご説明いたします。１２節委託

料２３２万２,０００円、及び工事請負費２６７万３,０００円の減額につきましては、委託料及び町営

住宅の改修工事の額の確定による減額でございます。次に、１８節負担金、補助及び交付金の３２８

万２,０００円の減額につきましては、主に民間住宅の耐震診断、改修等の補助額の確定により減額を

するものでございます。 

 以上です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 会議途中ですが、昼食のため休憩いたします。午後１時より再開いたします。 

午前１１時４９分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復しまして、会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 なお、会場が暑い方がいらっしゃるようなので、暑い方は上着を脱いで結構で

す。 

 石﨑総務課長。 

○総務課長【石﨑 薫君】 それでは、２４、２５ページの第９款消防費、第１項消防費からご説明を

させていただきたいと思います。３目消防施設費の６６４万円の減額補正でございますが、１２節委託

料の５１万７,０００円の減額につきましては、消防団詰所の新築工事の実施に伴う管理業務の委託料

について、委託料を算定するための基礎資料としております県などの積算基準が改定されたことに伴い、

見込みより安価で契約できることになったことにより、不用額が発生することになったため、減額する

ものでございます。また、１４節工事請負費の５８０万円の減額につきましては、第１分団第２部の消

防団詰所新築工事について、主には敷地面積を拡張しての建て替え工事となっている中で、地権者との

協議調整の結果、当初計画した面積まで拡張できなくなりましたことにより、不用額が発生することに

なったため、減額するものでございます。また、１７節備品購入費の３２万３,０００円の減額につき

ましては、入札の実施による落札残により、不用額が発生することになったため、減額するものでござ

います。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 吉澤教育総務課長。 

○教育総務課長【吉澤佳子君】 続きまして、第１０款教育費、第１項教育総務費、２目事務局

費１０３万９,０００円の増額補正につきましては、２４節積立金、義務教育施設整備基金に、ふるさ
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と納税の確定見込みにより増額補正し、積み立てるものでございます。次に、３目教育研究所

費７,９８４万１,０００円の補正につきましては、ＧＩＧＡスクール構想事業を含むタブレット型端末

整備事業が確定したことによる減額補正が主なものでございます。１０節需用費２８１万９,０００円

の減額は、消耗品費で、タブレットケースと保護フィルム５００台分の購入費が確定したことによる不

用額を計上するものです。１２節委託料７,４４２万５,０００円の減額のうち、事務機器保守で５７５

万５,０００円の減額は、Ｗｉ－Ｆｉ型端末導入分１,３０８台の初期設定の費用が見込みより安価に済

んだことによる不用額を計上するものです。また、情報通信ネットワーク整備事業において６,８６７

万円の減額は、事業が確定したことによる不用額を計上するものでございます。１３節使用料及び賃借

料２８０万２,０００円の減額は、タブレット用教育支援アプリのロイドノートのソフトウェア使用料

で、使用料の設定金額変更により安価となったため、不用額を計上するものでございます。１７節備品

購入費２０万５,０００円の増額補正につきましては、導入しましたタブレット型端末をより有効活用

するために使用しておりますアップルＴＶ機器を購入するために、不足分を購入するために計上するも

のでございます。 

 次に、第２項小学校費、１目学校管理費１,７０２万円の減額補正の内訳につきましては、１０節需

用費５２９万円は、各学校に配当しております光熱水費において、コロナ禍の影響によりプール等の授

業を実施しなかったことによる不用見込額を減額するものです。１２節委託料４０万７,０００円

と１４節工事請負費１,１５１万１,０００円の減額は、北小学校の給水設備の改修工事を予定しており

ましたが、コロナ禍の影響で夏休みが短縮となり、工事期間が確保することができなかったため、改修

事業を見送ったことによる不用額を計上するものでございます。１７節備品購入費１８万８,０００円

の増額補正につきましては、来年度から特別支援学級が本郷北小学校、坂上小学校、明治南小学校に新

たに設けられることになりまして、教室等に必要な備品を年度内に準備するために経費を計上するもの

でございます。次に、２目教育振興費２６０万円の減額補正につきましては、１９節扶助費で、特別支

援教育就学奨励費と要保護・準要保護児童援助費において、年度途中の新規認定者が少なかったことや、

コロナ禍の影響で修学旅行等が変更になったことなどがあり、支給額が少なかったことによる不用額を

減額するものでございます。 

 続きまして、第３項中学校費、１目学校管理費３４７万円の減額補正につきましては、１０節需用費、

こちらも小学校費と同じ理由で光熱水費のほうが不用見込みとなりましたので、減額補正するものです。

次に、２目教育振興費の４２０万円の減額補正につきましても、１９節扶助費で、特別支援教育就学奨

励費などで、やはりコロナ禍の影響で行事等が中止となり、支給額が少なかったことによる不用額を減

額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 星野生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 続きまして、２６ページ、２７ページをお開きください。第４項社会

教育費、２目公民館費１３万５,０００円の増額補正は、公民館施設の利用者に開始や終了の時間を知

らせるチャイムが壊れてしまったため、更新するために１７節備品購入費を補正するものでございま

す。３目図書館費の補正は、図書館に設置する予定でございます書籍除菌機の購入費において、県町村
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会の新型コロナウイルス感染症対策町村支援助成金を充当することによる財源の振替でございます。 

 次に、第５項保健体育費、３目体育施設管理費４,２５４万５,０００円の増額補正は、富士山公園テ

ニスコートの改修事業において、今年度の国の補助金の内定を受けたことから、１２節委託料で工事の

設計監理費１０４万５,０００円を、１４節工事請負費で改修工事費４,１５０万円を増額するものでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【石﨑幸寛君】 枝企画課長。 

○企画課長【枝 淑子君】 続きまして、第１２款第１項公債費、１目元金で６２４万円の減額、２目

利子で３００万円の減額、これらにつきましては、地方債元金償還額及び地方債利子償還額の確定見込

みによるものでございます。 

 ページを戻っていただきまして、６ページ、７ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費でございます。こちらの補正につきましては、追加として、表に記載のとおり、

第６款農林水産業費、第１項農業費、田んぼダム整備事業の２５５万４,０００円から第１０款教育費、

第５項保健体育費、富士山公園テニスコート改修事業４,２５４万５,０００円までの事業につきまして、

いずれも令和２年度内の事業完了が困難であるため、それぞれ繰越明許を行うものでございます。また、

変更につきましては、第８款土木費、第２項道路橋梁費、道路整備事業において、金額を１

億７,３２９万３,０００円から２億５,４４５万円に、第４項都市計画費、公園維持管理事業において、

金額を７,４４０万１,０００円から８,９９２万４,０００円にそれぞれ増額変更するものでございます。 

 第３表地方債補正でございます。追加につきましては、先ほど歳入で説明いたしました減収補填債に

ついて、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めたものでございます。下の表の変更につきまし

ては、表に記載のとおり、１の庁舎改修事業から１０の学校教育施設等整備事業までの事業につきまし

て、先ほど歳入の町債で説明しましたとおり、補正後の限度額を定めるものでございます。 

 以上で、令和２年度上三川町一般会計補正予算（第１１号）の説明を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 星野住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、議案第１９号「令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第５号）」につきまして、ご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ２の歳入からご説明いたします。第５款県支出金、第２項県補助金、１目保険給付費等交付金、１節

普通交付金３３０万円の減額は、支出見込みの減によるものでございます。 

 第９款繰入金、第１項繰入金、２目一般会計繰入金、１節保険基盤安定繰入金１３７万１,０００円

の増額は、額の確定によるものでございます。４節財政安定化支援事業繰入金６５万７,０００円の増

額は、額の確定によるものでございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。 

 ３の歳出についてご説明いたします。第２款保険給付費、第１項療養諸費、１目一般被保険者療養給

付費、１８節負担金、補助及び交付金２,０００万円の減額、及び、２目退職被保険者等療養給付

費、１８節負担金、補助及び交付金４８０万円の減額は、支出見込みの確定によるものでございま
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す。４目退職被保険者等療養費、１８節負担金、補助及び交付金２０万円の減額は、支出見込みの確定

によるものでございます。 

 第２項高額療養諸費、１目一般被保険者高額療養費、１８節負担金、補助及び交付金２,２１０万円

の増額は、支出見込みの確定によるものでございます。２目退職被保険者等高額療養費、１８節負担金、

補助及び交付金４０万円の減額は、支出見込みの確定によるものでございます。 

 第７款積立金、第１項基金積立金、１目国民健康保険財政調整基金積立金、２４節積立金２００万円

は、額の確定に伴う余剰金を財政調整基金に積み立てるものでございます。 

 第８款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、３目一般被保険者償還金、２２節償還金、利子及び

割引料１万７,０００円の増額は、国庫補助額の確定による超過交付分の返還金でございます。 

 第１３款予備費、第１項予備費、１目予備費１万１,０００円は、歳入歳出補正の端数調整による増

額でございます。 

 以上で、議案第１９号「令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）」の説明

を終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 梅沢健康福祉課長。 

○健康福祉課長【梅沢正春君】 続きまして、議案第２０号「令和２年度上三川町介護保険事業特別会

計補正予算（第４号）」について、ご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 ２の歳入からご説明いたします。第３款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目介護給付費負担金

の１４万４,０００円の増額は、平成３０年度の介護給付費負担金の額の確定によるものでございます。 

 第７款繰入金、第１項一般会計繰入金、４目低所得者介護保険料軽減負担金繰入金の６２

万６,０００円の増額につきましては、保険料軽減の対象となる低所得者の数が当初見込みを上回った

ことにより不足が生じたため、一般会計から繰り入れるものでございます。 

 続きまして、３の歳出についてご説明いたします。１２ページ、１３ページをお開きください。 

 第２款保険給付費、第４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費の１２０万円の増額補正

は、１８節負担金、補助及び交付金で、給付に係る申請が当初見込みを上回ったことによるものでござ

います。 

 第３款地域支援事業費、第１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス事業の４３２万円の増額補正は、１１節役務費で２万円、こちらは給付申請が当初見込みを上回った

ことにより、審査支払い手数料に不足が生じたことによるものでございます。１２節委託料の１３０万

円の増額は、介護予防ケアマネジメント事業で、申請が当初見込みを上回ったことによるものでござい

ます。１８節負担金、補助及び交付金の３００万円の増額は、サービスの利用件数が当初見込みを上回

ったことによるものでございます。 

 第４款基金積立金、第１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金の４８９万４,０００円の減

額補正は、第２款、第３款において歳出の増が生じたため、積立金により不足する財源に充てるための

ものでございます。 

 第５款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、２目償還金１４万５,０００円の増額補正は、平
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成３０年度の介護給付費負担金の額の確定により、県への返還金が生じたことによるものでございます。 

 第６款予備費の減につきましては、歳入歳出全体の補正の調整を行うためのものでございます。 

 以上で、介護保険事業特別会計（第４号）の説明を終わらせていただきます。 

○議長【石﨑幸寛君】 星野住民課長。 

○住民課長【星野和弘君】 続きまして、議案第２１号「令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第４号）」について、ご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ２の歳入からご説明いたします。第１款保険料、第１項保険料、１目保険料、１節現年度分特別徴収

保険料５２８万１,０００円の増額は、収入見込みの増によるものでございます。２目現年度分普通徴

収保険料２９９万６,０００円の減額は、収入見込みの減によるものでございます。 

 第３款繰入金、第１項一般会計繰入金、２目保険基盤安定繰入金、１節保険基盤安定繰入金４３

万２,０００円は、額の確定により減額するものでございます。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。 

 ３の歳出についてご説明いたします。第２款後期高齢者広域連合納付金、第１項後期高齢者広域連合

納付金、１目後期高齢者広域連合納付金、１８節負担金、補助及び交付金１８５万３,０００円の増額

は、後期高齢者医療広域連合への納付金の増によるものでございます。 

 以上で、議案第２１号「令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）」の説明を

終わります。 

○議長【石﨑幸寛君】 川島上下水道課長。 

○上下水道課長【川島勝也君】 続きまして、議案第２２号「令和２年度上三川町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第３号）」について、ご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 まず、歳入でございますが、第２款使用料及び手数料、第１項使用料、１目農業集落排水使用料

の１９万４,０００円の増額、及び第３款繰入金、第１項１目一般会計繰入金の１９万４,０００円の減

額は、新型コロナウイルス感染症の影響に係る農業集落排水使用料の減免額確定に伴い、財源の組替え

を行うものでございます。 

 以上で、議案第２２号「令和２年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）」につい

て、説明を終わります。 

 続きまして、議案第２３号「令和２年度上三川町水道事業会計補正予算（第３号）」について、ご説

明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。補正予算参考資料によりご説明いたします。 

 まず、上段の収益的収入ですが、第１款水道事業収益、第１項営業収益、１目給水収益の２６２

万７,０００円の増額、及び第２項営業外収益、５目他会計補助金２６２万７,０００円の減額、こちら

は一般会計からの補助金になりますが、新型コロナウイルス感染症の影響に係る水道料金の減免額確定

に伴い、財源の組替えを行うものでございます。 

 次に、下段の資本的支出ですが、第１款水道事業支出、第４項長期貸付金、１目他会計貸付
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金２,１９０万円の増額は、下水道事業への貸付けを行うためのものでございます。 

 以上で、議案第２３号「令和２年度上三川町水道事業会計補正予算（第３号）」の説明を終わります。 

 続きまして、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号）」について、ご

説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。補正予算参考資料によりご説明いたします。 

 まず、収益的収入及び支出になります。上段の収入ですが、第１款下水道事業収益、第１項営業収

益、１目下水道使用料１２６万３,０００円の増は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う下水道使

用料の減免の額確定によるものでございます。 

 第２項営業外収益、２目他会計補助金１億９,４１４万１,０００円の減は、一般会計補助金の調整に

より、収益的収入から資本的収入へ振替を行うため、減額するものでございます。 

 次に、４目長期前受金戻入は、減価償却に伴って収益化する実際の現金収入を伴わない収益であり、

算出方法の見直しにより１億９,９７２万８,０００円を増額するものでございます。 

 次に、下段の支出ですが、第１款下水道事業費用、第１項営業費用、４目公共下水道事業総係

費２,０００円の減は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う下水道使用料の減免の額確定により、

通信運搬費を減額するものでございます。 

 続きまして１２、１３ページをお開きください。資本的収入及び支出になります。 

 まず、上段の収入ですが、第１款下水道事業収入、第１項１目企業債の１,４００万円の増は、事業

費の確定見込みに伴い、各事業の企業債を増額するものでございます。 

 第３項１目他会計補助金１億９,２８７万６,０００円の増は、一般会計補助金の調整により、収益的

収入からの振替を行うため増額するものでございます。 

 第４項１目他会計借入金２,１８９万９,０００円の増は、事業費の確定見込みにより、水道事業会計

からの借入れを行うため、増額するものでございます。 

 第５項１目国庫補助金１,０００万円の増は、国の第３次補正による公共下水道事業費補助金の交付

見込みにより増額するものでございます。 

 次に、下段の支出ですが、第１款下水道事業支出、第１項建設改良費、１目公共下水道事業

費２,０００万円の増は、こちらも国の第３次補正の補助により、雨水対策に伴う水道整備に係る工事

費としまして増額するものでございます。３目流域下水道建設費負担金４９５万８,０００円の増につ

きましても、国の第３次補正の補助により、流域下水道建設事業費の増に伴いまして、負担金を増額す

るものでございます。 

 次に、戻りまして、２ページをお開き願います。 

 補正予算書第４条は、起債の限度額につきまして、事業費の確定見込みに伴い、表のとおり変更する

ものでございます。 

 以上で、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号）」の説明を終わりま

す。 

○議長【石﨑幸寛君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませ

んか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 まず、議案第１８号「令和２年度上三川町一般会計補正予算（第１１号）」について、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立多数です。したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号「令和２年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２０号「令和２年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」について、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２１号「令和２年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号「令和２年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）」について、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２３号「令和２年度上三川町水道事業会計補正予算（第３号）」について、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号「令和２年度上三川町下水道事業会計補正予算（第４号）」について、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【石﨑幸寛君】 起立全員です。したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 日程第２５、議案第２５号「令和３年度上三川町一般会計予算」から、日程
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第３１、議案第３１号「令和３年度上三川町下水道事業会計予算」までの７議案を一括議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。星野町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 令和３年第２回上三川町議会定例会に当たりまして、町政運営に対する所信の

一端を申し上げますとともに、令和３年度予算案についてご説明いたします。 

 令和２年度の国内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にありま

すが、「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」、第１次・第２次補正予算の効果もあり、持ち直し

の動きが見られました。しかし、経済の水準はコロナ前を下回った状態にとどまり、個人消費の基盤で

ある雇用・所得環境は依然として弱い状態が続いております。 

 こうした中、政府は、感染症の拡大防止策やポストコロナに向けた経済構造の転換、防災・減災、国

土強靱化の推進など、安全・安心の確保を柱とする「国民の命と暮らしを守る、安心と希望のための総

合経済対策」を策定し、第３次補正予算が編成されたところであります。また、最近の緊急事態宣言に

基づいて、感染拡大を抑えることを最優先に対策を徹底し、経済への影響に対しては、第３次補正予算

の着実な執行とともに、予備費も活用して支援策を講じていく、としております。 

 今後については、コロナワクチンの接種をはじめとする感染拡大の防止策を講じる中で、さきに述べ

た「総合経済対策」の効果等による持ち直しが期待されるところではありますが、国内外の感染拡大の

影響により、国内経済が下ぶれするリスクも存在しております。 

 町政運営に当たりましては、昨年度末に策定いたしました「第２期まち・ひと・しごと総合戦略」に

基づき、均衡ある人口構成による地域の持続的発展のため、若年層の東京圏への転出超過をはじめとす

る人口減少及び少子高齢化の対策に重点を置いた施策を推進していくこととしています。 

 また、このたび策定いたしました「第７次総合計画後期基本計画」に掲げた施策を積極的に推進し、

今般の社会情勢の変化や多様な課題に柔軟かつスピード感を持って対応することにより、町の将来像で

ある『共に創る 時代に輝く 安心・活力のまち 上三川』の実現に向け、邁進してまいります。 

 次に、令和３年度予算編成に当たっての基本的な事項について申し上げます。 

 国の令和３年度予算は、「経済財政運営と改革の基本方針２０２０」に基づき、経済・財政一体改革

を着実に推進するとともに、２０２５年度の財政健全化目標の達成を目指し、引き続き、歳出改革の取

組を継続し、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえつつ、経済再生と財政健全化の両立を図ってい

くとしています。 

 また、我が国財政の厳しい状況を踏まえ、引き続き歳出全般にわたり、聖域なき徹底した見直しを推

進するとし、地方にも国の取組と基調を合わせ、徹底した見直しを進めるよう求められております。 

 本町におきましては、町民税の税収が景気動向により大きく変動することから、基金及び町債の活用

により年度間の調整を行っておりますが、中長期にわたり財政運営の健全性・安定性を維持していくた

めには、歳出改革により収支の均衡を図っていくとともに、景気変動にも耐え得る財政構造の確立に努

める必要があります。 

 さらに厳しい運営を強いられる財政状況の中で、本町の令和３年度予算案は、「新規及び拡充事業の
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凍結」や「既存事業の見直し・再構築」を原則としつつ、真に必要な経常的な経費や継続的な事業に係

る経費を計上いたしました。この他、住民生活に関わる喫緊の課題に対応するために必要となる経費や

公共施設等の長寿命化事業など、行政の責務として必ず実施しなければならない事業に係る経費につき

ましては、精査の上、事業を選択して計上いたしました。 

 この結果、令和３年度一般会計予算案の総額は１１２億１,６００万円となり、前年度と比較して３

億９,２００万円、３.４％の減となります。 

 まず歳入について申し上げますと、自主財源の根幹をなす町税は大幅な減収になると見込んでおりま

す。町民税においては、新型コロナウイルス感染症の影響による経済情勢の悪化のため、また固定資産

税においては、評価替えに伴う家屋等の課税標準額の減、及び令和３年度における中小企業に対する特

例減税制度のためであります。３年度の予算計上額は４９億６００万３,０００円となり、前年度比８

億３７万９,０００円、１４.０％の減となります。地方交付税のうち普通交付税については、町税の減

収などにより、引き続き交付団体となる見込みであることから１億５,０００万円を計上いたします。 

 また、財源の有効活用のため、建設地方債と臨時財政対策債の積極的な導入により、財政負担の平準

化を図るとともに、財政調整基金、町債管理基金等の各種基金を、基金残高の確保に留意しつつ、適切

に活用していくこととします。 

 歳入を財源別に申し上げますと、自主財源は６２億９,７８３万２,０００円、構成比５６.２％、前

年度比６億２,２６１万８,０００円、９.０％の減、依存財源は４９億１,８１６万８,０００円、構成

比４３.８％、前年度比２億３,０６１万８,０００円、４.９％の増となります。 

 次に、歳出につきまして、性質別で申し上げますと、消費的経費は７９億７８４万２,０００円、前

年度比２億８７８万５,０００円、２.７％の増となります。投資的経費は１２億２７５万８,０００円、

前年度比５億７,１９５万６,０００円、３２.２％の減となります。その他の経費は２１億５４０万円、

前年度比２,８８２万９,０００円、１.４％の減となります。 

 次に、各特別会計予算案について申し上げます。 

 国民健康保険事業は２９億４,３００万円で、前年度比２,３００万円、０.８％の増。介護保険事業

は２３億２００万円で、前年度比３,４００万円、１.５％の増。後期高齢者医療は２億８,８００万円

で、前年度比８００万円、２.９％の増。農業集落排水事業は３億１,９００万円で、前年度

比１,０００万円、３.０％の減となります。 

 以上、一般会計と特別会計を合計した予算案総額は１７０億６,８００万円となり、前年度予算と比

較して３億３,７００万円、１.９％の減となります。 

 最後に、公営企業会計予算案について申し上げます。水道事業会計の収益的収支では、収入５

億９,８７７万９,０００円で、前年度比１,１３８万８,０００円、１.９％の増、支出５億７,７１０

万８,０００円で、前年度比３４３万７,０００円、０.６％の減、資本的収支では、収入３,２５６

万４,０００円で、前年度比１,０４６万円、４７.３％の増、支出６億２,０５６万３,０００円で、前

年度比１,２７２万９,０００円、２.０％の減、下水道事業会計の収益的収支では、収入７億９,６０９

万円で、前年度比１,２９６万７,０００円、１.６％の減、支出７億９,３６８万７,０００円で、前年

度比１,１７８万１,０００円、１.５％の減、資本的収支では、収入６億１,７４４万円で、前年度比１
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億３,６９８万７,０００円、２８.５％の増、支出６億８,４３２万７,０００円で、前年度比３,９２４

万３,０００円、５.４％の減となります。 

 次に、令和３年度当初予算案に基づき、一般会計における主な施策について申し上げます。 

 第２款総務費では、令和２年度に引き続き、庁舎の屋上防水、外壁改修及び建具更新等の長寿命化の

ための工事を実施していきます。さらに、明治南コミュニティーセンター及び坂上コミュニティーセン

ターの大規模改修、及び本郷台地区における『ゾーン３０』のエリア整備を実施いたします。また、高

齢者の防犯対策として、『特殊詐欺撃退機器購入』の補助制度を創設いたします。 

 第３款民生費では、自立支援給付、地域生活支援給付及び医療費助成などにより、障がい者の日常生

活支援を継続してまいります。また、新生児へのお祝いとしてのベビーギフト贈呈及び第３子等出産祝

金の支給、放課後児童の健全育成、医療費の助成、並びに副食費の助成を含めた幼児教育・保育の給付

など、子どもの誕生や健やかな成長をめぐる環境づくりに取り組んでまいります。 

 第４款の衛生費では、特定健診等の受診率向上に取り組む他、ラジオ体操・運動教室等を通して町民

の健康づくり活動へのきっかけづくりを推進し、コロナ禍の中、注目されている基礎疾患の早期発見、

早期改善に向けて取り組んでまいります。さらに、母子保健施策と子育て支援施策を切れ目なく提供す

るため、子育て世代包括支援センター「しらピヨ」において、妊娠・出産・育児に関する各種の相談に

応じた支援を継続してまいります。また、上三川霊園の需要増に対応するため、一般墓地増設のための

設計に着手いたします。 

 第６款の農林水産業費では、土地利用型経営体育成、農地集積推進及び農業次世代人材投資事業など、

引き続き農業の振興に取り組んでまいります。また、近年多発する豪雨災害に対しまして、田川流域に

おける水田に、いわゆる田んぼダムを整備し、雨水貯留機能を高めることで、内水被害の軽減を図って

まいります。 

 第７款の商工費では、緊急事態宣言の発出などにより、制限されていた社会経済活動の再活性化を図

るため、プレミアム商品券の発行を今年度も予算を拡充して実施いたします。 

 第８款の土木費では、幹線道路、生活道路の計画的な整備、道路・橋梁の適正な維持管理に努め、町

内道路網及び快適な道路環境の整備を継続して実施いたします。さらに、中心市街地における既存施設

の活用、再整備による市街地回遊ルート構築等の計画策定に取り組んでまいります。また、空家対策と

して、空き家リフォーム費用の助成、及び特定空き家解体費の助成制度を創設いたします。 

 第９款の消防費では、豪雨災害等に備え、自治会を単位とする自主防災組織の設立推進及び活動支援

を継続し、防災体制の充実・強化を図ってまいります。 

 第１０款の教育費では、ＧＩＧＡスクール構想に基づく児童生徒１人１台の端末環境を整備し、ＩＣ

Ｔ教育の実践に取り組んでまいります。さらに、日本の伝統文化であるＯＲＩＧＡＭＩの良さを浸透さ

せるべく、学校教育及び生涯教育の面から施策を展開し、ＯＲＩＧＡＭＩのまちづくりを発信してまい

ります。また、２０２２年の国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」に向け、本年１２月に予定されて

おりますリハーサル大会の準備を進めてまいります。 

 なお、特別会計及び企業会計に対しては、所要の繰出しと事業費補助を行います。 

 以上のような施策により、町の将来像『共に創る 時代に輝く 安心・活力のまち 上三川』の実現
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に向け、取り組んでまいります。あわせて、持続可能な財政運営のため、行政のスリム化・住民サービ

スの最適化を進めるなど、行財政改革に努めてまいります。 

 少子高齢化の進行や人口の減少、厳しい財政運営状況に加え、今回のコロナ危機と、幾多の困難に直

面している中、次の世代に未来をつないでいくためには、町議会をはじめ住民、団体、企業の皆様とと

もに、協働によるまちづくりを強化していくことが大切な視点になります。町民の皆様、議員の皆様の

町政に対するより一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、令和３年度に臨む所信の一端を申し上げるとともに、予算案の概要についてご説明いたしまし

た。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【石﨑幸寛君】 お諮りいたします。議案第２５号から議案第３１号までの７議案については、

特別委員会を設置し、これに付託して審査することとしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２５号から議案第３１号までの７議

案については、特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 次に、委員会の名称については、上三川町議会の運営に関する要綱第９８条の規定により「令和３年

度予算特別委員会」に、また、委員会の定数は、上三川町議会委員会条例第５条第２項の規定により議

会の議決で定めるとなっておりますので、議員全員の１４人としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、特別委員会の名称は「令和３年度予算特別

委員会」に、また、委員会の定数は、議員全員の１４人と決定いたしました。 

 次に、令和３年度予算特別委員会の委員長及び副委員長の互選をお願いいたします。正副委員長の選

任につきましては、上三川町議会委員会条例第８条第２項の規定により、委員会において互選すること

となっております。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 ここで、正副委員長の互選をするため、暫時休憩いたします。休憩中に互選を

いただき、休憩後、その結果について、年長議員の１３番、髙橋正昭君より報告をお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時４５分 休憩 

 

午後１時５０分 再開 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩前に復して、会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 休憩中に互選いただきました、令和３年度予算特別委員会の正副委員長につい

て、報告を求めます。１３番、髙橋正昭君。 

○１３番【髙橋正昭君】 ただいま別室において審議した結果をご報告申し上げます。 

 予算委員長に田村 稔議員、副委員長に津野田重一議員、以上であります。 

○議長【石﨑幸寛君】 ただいま報告のとおり、令和３年度予算特別委員会の正副委員長については決
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定いたしました。 

 お諮りいたします。会議規則４６条第１項の規定により、令和３年度予算特別委員会に付託しました

議案第２５号から議案第３１号までにつきましては、３月１５日までに審査を終了するよう期限をつけ

ることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【石﨑幸寛君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２５号から議案第３１号までについ

ては、３月１５日までに審査を終了するよう期限をつけることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【石﨑幸寛君】 本日はこれで散会といたします。 

 なお、明日は午前１０時から一般質問を行います。大変お疲れさまでした。 

午後１時５１分 散会 


